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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■    

例 会 日 卓 話 者 演 題 

2 月25 日 国際奉仕委員会 内田節夫 委員長 
ロータリー米山記念

奨学事業について 

3 月 8 日 東京恵比寿ＲＣ 会員 司 葉子 様 華やかな共演者達 

3 月10 日 会 員  原 孝士 
西国三十三ヵ所観

音霊場巡り 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

45 32 13 (5)  80.00% － % 

■■■ 欠席者 ■■■  

槇野／杉原／土江／加藤昇／曽田／石原俊／山口／園山 

（山根／牧野／木村／田中久／石原輝） 

■■■ 来訪者 ■■■  な し    

■■■ メークアップ ■■■  な し  

************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（3 月 10 日） 小村益造／來間 久／槇野良文 

（3 月 17 日） 板垣文江／持田稔樹／持田祐輔 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 出雲中央 2/29 4/11 4/18 松江南  2/29 

火 
出雲 3/22（休）  4/5 

 6/21  6/28（休） 

松江しんじ湖  3/8  4/12  

 

水 大社  松江  3/30 

木  松江東3/31(休) 6/23 6/30(休)

金 出雲南    

■■■ 会長挨拶 ■■■   

新入会員・入会５年未満会員合同セミナー 

先週 2/15 夜、新入会員セミナーが行われた。入会５年未満の会員も参

加を願った。 

ロータリーの基本についての講義である。今年の情報委員会には２人の

元ガバナー補佐が在籍されていて、とても豊かなお話を伺った。 

高砂会員（昨年のガバナー補佐）からは世界への奉仕は、勿論理解して

いるが、いざ自分がこの大役を果たしてみると、やはり地域への奉仕が大

事なことであることなど、実務を語られ、さすが昨年の松本祐二ガバナー

の元、活躍され、１年間で沢山の経験をされた蓄積のように感じた。 

続いて、大島卓爾元ガバナー補佐はロータリーの基本について、一本の

大きな木にたとえて、根はクラブ奉仕、幹は職業奉仕、枝葉は社会奉仕、

国際奉仕、青少年奉仕であるが職業奉仕が一番の中核であり中心であ

る。ロータリーの目標は、真実（ほんとうに無欲の気持ちであるか） 、自愛

（自分を大事にする如く他の人のことも考える） 平和（相手と敵対するな、

つつしみ深く己を知ろう）・・・など熱く語られた。 

この様な集いは心のトレーニングとなると思うので、何度も頭の中にすり込

ませたい。 

大変よいセミナーであったと思った。 

■■■ 幹事報告 ■■■  

１．ロータリーレートの変更 

   3/1 より  １ドル １１６円（現行 １２０円） 

２．例会変更 

   ○ 松江しんじ湖RC  3/8（火）  夜間例会  

                4/12（火）  観桜会（夜間） 

      ビジター受付 12：00～12：30 すいてんかく 

３．休   会 

   ○ 松江南RC  2/29（月） 定款により 

      ビジター受付 12：00～12：30 松江エクセルホテル東急 

   ○ 松江RC     3/30（水） 定款により 

      ビジター受付 12：00～12：30 ホテル一畑 

４．ロータリー青少年指導者養成プログラム（ＲＹＬＡ）のご案内 

   日   時    5/22（日）  10：30 ～  

   場   所   社会福祉法人 旭川荘 旭川敬老園（岡山市北区） 

   参加対象者  各クラブ推薦の１２歳以上３０歳未満の青少年１名 

    ご希望、推薦のある方は事務局まで 

５．ＩＭについて （雲州平田駅集合） 

   平田駅発 12：24    出雲市駅着 12：46 

    電車をご利用にならない方は今日中に事務局まで                     

■■■ 委員会報告 ■■■ 

ロータリー情報委員会 ： 家庭集会開催の案内 

プログラム委員会 ： 3～5 月の例会行事予定の紹介 

■■■ スマイル ■■■  

河原 （内田会員の国際奉仕について勉強されてきた発表、御苦労さま

です。） 

清原 （内田会員、本日のスピーチ宜しくお願い致します。） 

高砂 （大島治会員（一式飾り会長）平田一式飾り“奇才”みうらじゅん賞

おめでとうございます。益々の一式のピーアールを。 唯我独尊。） 

原泰 （内田会員さん、しっかり聞きますので宜しく。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■  

「ロータリー米山記念奨学事業について」 

国際奉仕委員会  内田節夫 委員長 

今回は、昨年９月６日に岡山で開催された「クラブ米

山記念奨学会委員長研修会」の報告を行います。昨

年米山記念奨学事業の小冊子が会員に配布してありますので、詳しくは

後でお目通し下さい。 

◎事業概要 ： 公益財団法人ロータリー米山奨学会は、日本のロータ

リーが協同で運営する奨学財団です。米山奨学会では、日本で学ぶ

外国人留学生に奨学金を支給し、国際奨学事業を行っています。 

◎事業の使命 ： 将来、日本と世界を結ぶ「懸け橋」となって国際社会

で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成することです。

これは、ロータリーの目指す「平和と国際理解推進」そのものです。 

◎なぜ、外国人留学生支援なのか？ ： 日本のロータリーの創始者、

故米山梅吉氏の偉業を記念し、後世に残るような有益な事業を立ち

上げたい。１９５２年東京クラブが発表したのは、海外から優秀な学生

を日本に招き、勉学を支援する奨学事業「米山基金」の構想でした。

そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、国際親善と世界平

和に寄与したい・・・という強い願いがあったのです。 

 


